
』由.......... 

山
州
連
記
州
め
枕
阿
君
宰
が
け
て
い
つ
込
海
夜
円
同
友
ん
だ
。

山間

F
V

関
璃
の
名
物
、
第
五
十
ー
七
回
き
あ
た
huひ
と
わ
福
ん
だ
が
、

川
さ
二
雲
察
東
京
都
立
品
落
差
カ
ン
バ
ス
に
向
っ
た
。
n

制

:

ナ

r…
館
で
幕
在
あ
げ
た
。
笛
品
主
〈
完
成
。
申
山
留
沼
に
す
74

馴

M

パ
千
百
十
一
一
点
。
入
選
千
一
一
宮
一
枚
目
喜
い
日
曜
日
』
芸
章
一

第
十
回
国
民
体
育
大
会
ど
に
な
り
芋
長
。
で
館
闘
は
会
話
出
的
に
主
定
時
笠
宮
と
附
潔
税
八
十
包
問
。
主
初
入
選
一
一
品
し
た
と
こ
ろ
、
『
奇
主
と
な

富
田
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
き
で
昭
和
四
十
五
票
、
早
稲
田
音
き
た
。
そ
の
ほ
か
、
館
使
用
上
側
臥

2

…
頁
士
ハ
点
。
わ
が
平
警
し
た
も
の

e
S与
葬
れ
の
雲

け
ん
議
と
し
て
は
な
ぱ
な
し
〈
デ
ピ
大
学
工
寧
部
の
語
教
授
に
漏
水
望
書
議
が
、
チ
ョ
ッ
ピ
泣
き
つ
王
な
川
駅
間
口
の
横
川
吉
ん
ど
あ
じ
さ
富
に
あ
き
い
を
大
き
お
い
た
三

l
k
~お
な
じ
み
自
力
マ
ポ
コ
療
を
掠
頼
、
そ
由
謁
査
報
告
の
替
用
、
会

D
ま
し
た
。
利
用
者
一
は
、
ζ

の
点
、
ぜ
山
山
鞘
…
己
弁
議
す
る
五
十
号
大
田
あ
じ
念
い
特
有
の
複
雑
な
色
彩
感
諸
と
、

雪
量
産
育
館
。
鶏
物
語
需
要
悼
と
決
定
し
ま
し
た
a

び
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。
側
一
一
様
…
油
絵
芝
初
出
品
し
て
、
み
と
景
告
の
棄
に
苦
心
し
た
と
い
う
。

六
千
一
ニ
芭
平
方
討
。
競
霊
童
約
二
そ
し
て
空
ハ
年
度
主
千
万
円
、
四

X

X

附
…
と
初
益
の
雪
辱
た
。
鋤
投
書
「
疑
応
ぶ
つ
か
っ
て
抱
け
な
〆

犬
家
方
針
@
パ
ス
ケ
y
ト
ポ
ー
ル
十
L
年
度
八
千
高
、
竺
鶴
一
一
一
千
万
改
金
終
え
た
体
重
は
、
係
長
側
・
6
3
2
0
2
e
君
な
が
ら
夜
一
の
わ
ず
か
な
時
室
、
踏
な
ど
や
め
で
一
早

i平
凡
な
お
拍

勺
ハ
レ
!
ボ
ー
ル
)
コ
ー
ト
沼
面
、
一
円
を
か
け
二
一
か
年
解
読
明
支
で
一
段
寸
…
了
第
四
月
間
泊
、
午
後
一
時
か
ら
八
側
間
に
絵
を
学
ぷ
若
い
勤
労
女
性
の
移
人
選
は
ん
に
な
っ
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
1

般
観
覧
席
一
…

Z百
と
い
う
、
事
は
六
年
十
星
空
著
工
、
約
手
間
一
よ
時
主
で
、
ス
子
高
言
し
て
一
般
問
問
蓄
や
職
場
に
踊
る
い
話
題
を
ま
い
て
い
さ
と
が
あ
し
り
也
子
。
入
選
ほ
う
れ
し

3

も
包
ろ
ん
全
市
出
応
に
も
脊
U

軟
な
ζ
の
マ
事
?
を
わ
な
い
、

ζ
の
ほ
ど
よ
う
や
〈
全
市
民
、
ど
な
た
に
も
卸
片
山
料
開
決
し
て
い
削
る
。
す
が
ま
だ
自
分
の
個
性
が
出
て
な
い
の
ミ

ジ
モ
ス
体
育
館
は
、
更
の
ス
ボ
1
Y
祭
艇
の
は
ζ
び
と
な
っ
た
の
で
す
。
子
。
体
力
す
り
に
、
震
つ
れ
で
側
横
川
亨
ん
は
市
立
図
書
館
す
の
公
団
住
も
っ
と
じ
っ
か
り
勉
強
し
な
く
て
は
い
け
骨

量
苦
心
ず
よ
た
震
の
部
力
づ

P

X

X

お
お
い
に
ζ
脅
く
だ
さ
い
。
一
山
宅
に
住
む
会
社
員
襲
辛
ん
22)
の
暗
証
娘
で
い
と
怒
っ
て
い
ま
す
」
と
護

(Z?

ぐ
り
の
湯
と
し
て
多
く
の
人
び
と
に
親
改
修
J
↓
事
白
お
も
な
点
は
、
雨
も
白
い
ま
第
二
十
一
回
市
民
総
合
体
育
大
山
一
ニ
妨
肢
の
一
番
居
。
父
親
の
勅
訟
の
都
合
で
て
い
る
。
か
た
わ
ら
で
父
親
位
、
「
い
な
h

き
ゅ
う
お
著
書
っ
て
い
言
。
盃
去
っ
た
襲
の
あ
か
り
と
D

余
、
と
の
暴
露
育
館
争
心
に
側
菜
、
襲
、
霊
長
三
一
十
七
雪
量
〉
の
七
十
八
警
な
る
祖
母
が
徐

た
。
窓
の
つ
い
た
カ
マ
ボ
コ
室
主
部
は
行
な
わ
れ
て
い
妻
。
そ
し
て
来
月
は
鵬
援
に
室
、
江
寝
中
学
校
(
ご
年
嬬
さ
か
ら
好
意
て

ζ
字
室
長
議
長
っ
て
出

昭
和
一
…
平
年
、
第
一
期
護
主
主
七
、
新
潟
に
ふ
き
再
え
ま
し
た
。
そ
県
民
総
A
露
大
会
心
会
場
と
し
て
県
淵
県
立
大
襲
撃
卒
業
、
横
浜
諸
島
患
に
勤
し
ん
で
注
し
た
が
、
入
選
を
若
手

終
え
た
見
附
喜
重
は
、
?
お
話
し
て
…
一
…
か
所
あ
っ
た
あ
か
り
と
り
雪
芸
人
が
つ
ど
い
、
ス
ポ
l
y白
露
間
務
。
ず
な
お
話
号
、
安
心
し
て
仕
事
を
た
ら
た
い
へ
ん
警
で
す
ま
た
。
懇

択
に
わ
た
っ
て
襲
警
護
工
索
祭
器
不
ま
し
ま
し
た
。
す
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
問
任
さ
れ
る
(
管
理
部
引
章
、
霊
童
話
訟
は
何
の
震
も
な
い
a

入
閣
は
一
作

行
な
わ
れ
、
緊
一
ニ
十
九
年
十
月
、
い
ま
花
、
あ
か
台
、
宮
警
減
ら
し
た
き
て
、
宗
主
祭
警
は
か
る
附
談
)
と
一
撃
の
よ
同
や
仲
間
か
ら
一
変
さ
れ
、
う
ち
こ
め
る
趣
味
い
ま
つ
己
主
人
勝
拙
ぽ

ち
お
ろ
全
語
完
成
と
い
う
ζ
と
花
な
り
た
襲
来
君
、
議
案
銀
灯
、
ぺ
え
そ
し
て
市
民
白
一
部
力
づ
く
名
制
信
頼
害
れ
て
い
る
娘
三
潔
く
票
に
ナ
る
か
ら
、
し
っ
か

D2L

S
つ
づ
き
利
用
さ
れ
て
す
5
し

長

年

T
一
一
か
君
、
一
一
土
議
場
と
な
る
よ
う
、
昭
和
一
一
六
年
に
着
附
父
譲
戦
時
中
海
a
z
j
i
g
-
-
2
2
i
i
Z
2
3
2
・
勝
手
じ
て
い

wE

た

一

ふ

や

し

て

九

十

三

か

所

と

し

た

の

で

、

工

さ

れ

た

と

白

日

見

附

台

体

育

館

が

二

一

側

章

特

設

散

に

縛

入

会

…

…

ろ

で

す

」

と

警

ぷ

。

し
か
し
、
な
に
せ
一
ハ
千
平
方
針
壱
こ
遣
を
つ
吋
る
と
、
従
前
の
鰐
内
よ
D
十
年
近
い
こ
の
歳
月
む
あ
い
だ
に
は
た
削
れ
、
出
撃
底
的
骨
折
戦
…
品
志
匙
態
態
援
態
管
恥
…
ー
彼
女
自
よ
議
撃

す

巨

大

量

で

あ

り

、

建

築

材

雪

崩

る

く

な

よ

し

い

ま

す

。

し

た

役

割

り

の

室

主

改

め

て

考

え

側

と

な

っ

て

三

つ

…

ぷ

欝

ゴ

調

副

党

空

霧

家

戦
時
中
の

2
2っ

て

い

ま

読

む

さ

か

っ

た

床

亭

?

と

ま

に

、

室

長

足

み

な

主

側

室

一

一

望

。

磯

J(郁〆
蜘

っ

て

い

を

る
た
め
三
喜
一
患
の
華
麗
け
ず
り
号
、
新
た
に
妻
、

3
2皇
室

主

る

さ

側

そ

の

掃

を

受

け

て

か

。

護

霊

霊

山

い

っ

し

ょ

に

豊

根
の
い
た
ぶ
が
は
げ
し
く
な
り
、
周
年
襲
亭
行
な
い
ま
し
た
。

ζ
の
た
め
、
雲
市
民
生
活
の
た
や
へ
と
れ
か
ら
側
小
・
中
学
時
代
議

n

J

議

議

議

翠

鳴

に

き

て

も

引

一

前
C
ろ
か
ら
雨
も
り
が
し
壁
、
牢
一
的
ま
る
で
み
が
き
上
げ
た
よ
う
な
莞
し
い
も
長
会
〈
括
性
老
よ
ろ
ね
が
わ
州
政
そ
ろ
っ
て
一
段
長
一

A
t
必

…

し

た

と

炉

品

ぞ

向
田
司
令
官
打
な
う
の
に
支
援
を
き
た
す
ほ
床
に
再
安
れ
て
い
$
φ

え
し
た
が
っ
ず
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
@
側
技
、
迭
の
高
跳
ひ
選
一
一
z
e
i
2
9
2
i
z
-
-
-
2
2
2
・
2
e
z
n
い
父
努
hseo

制
苧
と
し
て
量
、
製
一
一
号
藷
・
市
部
宵
襲
五
註
i
去
ろ
そ
ろ
一
議
長
主

制
課
勤
務
H
は
か
つ
て
震
翠
と
し
で
全
国
と
も
考
凡
で
く
れ
な
く
ち
ゃ
よ
益
量

制
一
一
一
位
、
妹
の
横
川
主
も
中
学
で
章
一
一
一
位
い
る
が
、
葬
は
来
年
、
童
謡
選

仰
の
成
績
を
表
レ
て
い
る
。
埼
玉
時
代
は
別
々
し
て
く
れ
る
入
、
と
の
乙
と
。

側
の
中
学
か
ら
盤
上
大
会
に
出
場
、
姉
妹
♂
で
優
好
き
な
蛤
は
俊
樹
印
象
派
由
セ
ザ
ン
虫
、

山
川
勝
争
い
を
や
っ
た
乙
と
も
あ
る
と
い
う
。
な
ど
。
弱
味
は
品
開
厨
の
ほ
か
、
旅
行
、
火
み

附

震

で

は

舗

聖

書

官

、

議

長

L
ポ
百
一
ン
グ
、
喜
多
量
三

脚
が
あ
げ
た
。
舞
台
装
組
既
な
ど
や
っ
て
い
る
う
川
賞
作
品
は
必
ら
ず
読
む
が
、
暗
い
も
の
凶

附
ち
に
管
震
を
も
っ
た
が
、
小
学
六
言
語
一
戸
。
建
物
正
装
き
ま
い
な
え

附
皇
、
主
ス
コ
対
空
措
い
て
全
国
コ

y
p
和
貴
・
中
華
・
出
金
な
ん
で
も
貴
べ
る
e

川

1
ん
矢
宮
と
と
も
あ
え
も
と
も
と
霊
長
独
得
の
セ
ン
ス
富
三

州
絵
は
好
き
だ
っ
た
。
両
親
か
ら
大
学
u
Z
3
7
品
な
ど
の
買
い
物
は
彼
女
ま
か
せ
と
い
λ

側
め
ら
れ
た
が
、
芸
龍
以
外
K
興
味
な
い
と
信
一
一
十
沼
援
の
誕
生
呂
を
適
正
一
た
ば
か
九

州
分
か
下
回
就
職
を
選
ん
だ

P

就
職
レ
て
か
ら
、
毅
ど
茶
室
年
四
妹
と
白
間
人
事

P
河

川
内
裁
、
茶
の
湯
、
各

U4r両
職
場
の
す
l
ク
所
は
平
間
帯
浅
間
町
一
一

1
由。
l

ち

州

生

産

と

じ

て

謀

議

は

ひ

と

と

お

皇

子

護

霊

広

報

室

Z

山
山
に
つ
吋
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
陪
あ
き
た
ら
ず

間
一
号
午
前
h
r
b横
棋
に
あ
る
ヨ
詮
吉
身
プ
カ

制

デ

ミ

l
』
に
入
門
、
中
山
一
一
一
郎
癒
抽
出
か
ら
指

山
川
揮
を
一
受
け
て
者
た
。
レ
ッ
ス
ン
は
週
一
一
回
、

山
あ
と
は
帰
宅
後
の
夜
、
自
宅
で
勉
強
主
e

m

c
と
し
笠
月
、
自
邸
同
国
自
身
k
oい也氏時期

間
討
に
、
は
い

間
叫
ん
だ
。
六
、

電車諜護担

母翠窓翠鐙



ま
ま
を
答
え

福
祉
を
疋
じ
く
理
解
し
て
も
ら
乙
の
ほ
か
、
福
祉
展
が
炉
了
し

い
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
福
祉
で
か
ら
も
、
地
域
に
巡
面
福
祉
麗

を
高
め
よ
う
と
、

ζ
よ
し
で
七
屈
を
設
け
て
い
く
乙
と
も
考
慮
じ
て

め
に
あ
た
る
「
平
塚
市
社
会
福
祉
お
り
、
ぜ
ひ
、
広
く
市
民
の
み
な

展
」
を
関
龍
す
る
。
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

訪
日
川

5
8
か
ら
梅
田
践
で

今
回
の
特
急
は
、
障
害
者
関
係
る
。

に
重
点
を
お
き
、
車
い
す
な
ど
り
マ
と
き
・
十
月
笠
日

s九
河
口
ま
で

補
装
具
申
、
点
字
主
義
示
し
た
D

7
会
場
揮
屡
デ
パ
ー
ト
6
岡崎健

務
説
夜
拳
唱
の
製
悟
品
百
郎
売
も
し
場

予
定
し
て
い
る
@

住
民
実
盤
調
査

住所 箆話

羽石釦10-6 (22) 2600 

" 9:-3 (21) 3441 
紅谷町11-19 (21) 3480 
豊毘覗T7 -18 (32) 0304 
~L!畠田T12-15 (21) 3172 
E喜平 9-16 (32) 2548 
八幡357 (21) 3022 
紅谷町 2-22 ζ22) 1761 

霊富士銀行平塚支広 倒石町1-1 (22) 1181 
'*'1賜銀行 " 関お町 1-2 α1) 4011 
神奈川持百五銀行平塚三百平塚2104 ι31) 2981 

タ 宮の前2-26 (21) 2160 
明石町3-15 亡2])5126 
真土230 (55) 2319 
八震咲函J3-4 (22コ2938
紅谷町 2-16 (21) 7095 
E豆町3-2 (21) 6200 

タ 2-5α2)5511 
徳延437 (32) 3250 
四之宮265 亡22)5155 
明石町 9-1 仁22)3131 
平塚新情975 ι32) 2267 

4少 本河盲目 平塚1100 α2) 5937 
平 塚 市 中 虫 唆業協同組合八重咲町3-3 (21) 4000 

ク 主主a支所 南重量E司358 (31) 1526 
9 金協羽所 入 野116 (3]) 1527 
9 揖島支所 小鍋島640 仁55)0511 
-7 1m崎支所 向輔3488 (58) 1287 
9 土沢支所 土震2496 (58) 0012 
9 金目支所 南金目901 仁58)0316 
9 旭支所河内335 (31) 2129 
タ 大野支所 真 土381 (55) 2525 
9 中原出張所中原下宿1422 (31) 0946 
" 四之宮出張所四之宮古38 亡55)4061 
9 八時出張所八幡309 (21) 3514 

平塚市漁業協 同組合 千 石 河 岸28-13(21) 0146 

市税等の取り扱い金融機関

半
)
/
朝
原

時
5
M待
)
/
璃
土
〈
A
議
出
ス
ト
ア

止
ζ
H
H
H
援
す
日
時
半
)

V
S向

nuhロ
・
犬
神
(
大
神
神
社
よ

c

j
時
i
m時
一
)
ど
田
村
翁
韓

関
肉
強
所
よ
ζ

H
均
時
弔
1
日
時

半
〉
/
城
島
(
八
幡
抑
社
境
問
H
U

得
I
M
M町
)
/
馬
入
(
八
千
代
町
川

防
簡
日
立
升
臼
よ
C
H
M時
半
i
r円
貯

曹

9
一
月
潟
溺
'
n
M
所
円
集
会
場
H
9持

傘融機関名

輯書事らし布教餐講座 9 月 5 臼~IO月 9 認 C揮遜火馬車13

時30分-15時30骨〉住まいのよごれと盟関ふ重量掴大
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2月 1E1は防災の白。 9主手前の 9月 1呂、東 呉 市F都 E職員 10 5入、?筒防分団員 14 0人が出動

京、神奈川壱はじるち関東一帯は大地震におそわれ 目 指令車からの準備よしの声で、すと自の発煙舗が

1府 B県で死者，行方不羽 14万余人、家皇室の会 1;" たかれ主要がモクモクと立ちこめた。同時に夜碗け

半壊 57万 5千戸という大きな設苦手が発生した。 II の援にめがけて一期と放水を隣蛤した。見掛ζ銭

とのような大災筈を二度と操D返すまいと平塚 まった市民も放水花よる大木帯と爆で{可も見えな

市では、関東大震災を総定して午前6時から、国 自 くなる程の大積留に驚いていた。

道母親の繁華街で大消防演濁在行なった。 刊 一方、市役所の職員も部隊IC議参加。午部8時11:
消防演習はー午前日時関東地方に突如大地震建が 白i災害対策本部を設付て爵係各課の部長・課長・偶

殆生、気象寸発表lとよれば抽選む燦源地は相模湾 長 63入に非常呼奨をかけ、 8時 30分!とは全員

沖で震度は 6~7 0 j也燦iζよむ市内住宅街築地内 iJl主義まるというスピ}ドぷDでまずまずのn'Z!襲。
lと火災が発生ーとし、う想定のもとにはじまった。 む そのあと庁舎 11智皇室上に集合して部阪を受けた。
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+予防接事重のとき必要なもの

や母子手輔

〈イ〉軒J九した人前のt'f.T!Ji地で使

ってL、た母子手帳

〈ロ〉生まれたときから住んでいる

入、今まで使っていた予訪按

縄手伝'去いっしょに持ってき
_-'-1'-，'占日、、 ι、一、。

覇時間・午前自防30分~10時30.分

輯怒路ヨ重量

2月218C;;kコ立国公l5Um

" 2日日仁木〉金百公民館

10月 5 日 σO~ま民会民館

ρ12尽く木〉横f'JE型地主記念月r

1" 19日 ι木〉にと寄公民館

~ 26日(木〉古河公民館

11月 28C木〉金田公民館

ク 9日けつ土屋公民館

?' ]6日 C;K)笠回公民館

-9 308 (::;わ金自公民館

12月 7日旬。成島公民館

タ 14日〈木J杭:内団地薬会所

井上龍之ちゃん
いDフえたつゆき

亡f主:l:W 冥ゴ二1289番主益 広)I!Z!、工平

技工民三;務の芹上鎮之さん (33)と

主主広子さん (30)の長男、 10か月-

n上，69';?'昨尊重6.8キロのおちびちゃ

ん。おかあ古んのちょっぴυな似み

はわりごちゃんがやせっぽちなこと。

でも、動同会すごく故しようだ。人

工ミルクは散安ず、母乳輩。

ノヤ町立福両県大事田市、マ可主長

!l'i県上田市出身。今月は応薄人の

中から際rとちゃんに決まった。

zii:LL!??ミiii時
;;51 iijS?;話
事懇い/食中毒詰
五欝iま5時間1;:1静穏に詰包

?言lZ3RB量E着手害、電話説
会G E漫必需芳ど君主喜定立て

ct28持21fii

〈動rjlIfi仲間公演〉

C申し込みは子ども会ごとにまとめ

て市曹三P年練習苦成揮へ

やおとなもこどもも 150河
〈シ=主催・平車市子ども全港綴穫量基金

串車市

平揮なTしこライオ〉ズク

ラ7

① 
ピ
J 

ギ
オ
の
lif 
う
(1 
九. 
3 
幕

〈日〉

開章者・あさの部 lO~寺

ひるの部 1潟30j子

平塚市民センター

.t 29日 平 塚 市 長 調 鋭 松 原公民

館

C3s望め〉
10月118 PJl公民館 以中央産量協土

沢支所

.t 12日 帰豊田公民館後間崎公

民意官 液成農法民主宮

.t 13白 金回公E亘書官平塚保健所

ρ16日 八幡公民主宮税内問地祭

金場

9178 中 原 公 民 館 設 全 匂公民

9 188 
9 19B 
?' 20尽

館

神田公民館大野公民主宮

須 賀 公 民 綿 花 水 公民館

平塚市民府院松原公民

古宮

盟対象・按程当日に締3か月壱経過

して18か月までの乳幼児 C生後18か
月に逮ずるまでに 2自の服用をすま

せる〉

盟時鑓・午後I
1c1，ごし、誌研日正
3時まで。

盟巡回罰糧

10月初日 tJl公民館後中央農協土

沢支所

l' 27臼 ※主主回公民館器内崎会

民館 長持競馬公民溜

ク 28日 金自公民館

ク 30臼八幡公民館平域保1ft所
棋内団地島会持

。31日 中 原 公 民 館 捺 企 出公民

安宮

神田公民館大野公民館

須 賀 公 民 館 花 水 公民館

平塚市民病院松原公民

自T

の

誠

開明をご利用ください

草月の婚礼受け付け
宮汚 I自治、b明茸 3月舟町婿字Lの受け付

け在罫君臨しました。なお、昨年10丹、 11
m式、まだ事卦余絡が品自主去す。早め!こ

串L込んでください@

平嫁市民センターP案内閣
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帯
別
由
民
禁
制
部
争
九
間

関
山
区
平
代
留
一
番
一
等
宮
内
庁
」
封

筒
に
「
詠
滋
歓
」
む
欝
者
品
昭
一
九
品
。

関
線
数
槌
再
審
軸
綴
滋
務
〈

神
奈

川
新
醜
聞
社
棲
授
の
揮
強
罰

論
労
受
忍
官
官
コ
v
f
h
y
i
ん
白
持
品
を

た
だ
い
ま
幕
議
中
。
ぜ
ひ
応
募
を
。

マ種
E
'
創
作
、
緩
輩
、
詩
-
綾
歌

輔
務
懇
懇
務
守
す

占
察
官
協
描
我

山U
お
け
る
農
業

経
常
め
あ
白
万

h

宮
司
な
さ
ん
と
と
も

に
時
い
え
て
け
よ
ヨ
と
、
神
奈
川
県
立

農
薬
品
間
主
催
の
隣
百
五
講
践
が
閣
か

れ
る
。
農
家
の
み
は
さ
ん
の
出
席
を

待
っ
て
い
る
。

マ
と
一
審
，

m月
9
一日

(9時
ぬ
分
5

V
四
時
『

M78

マ
会
場
・
県
立
農
業
会
務
講
堂

マ
テ
ー
マ
・
「
ど
う
す
る
都
市
鶴

マ
t

講
師
・
玖
説
大
学
名
庄
市
敷
設
柏

砧
凶
同
氏

盟
特
年
同
脱
線
民
事
鮎
を
ど
っ
そ

こ
と
ば
の
発
遂
と
母
緩
む
役
鋭
的
，

建
翠
聾
重
詰
援
護
市
教
育
し
て
弓
凸
わ
せ
る
白
で
は
な
く
「
そ

結
縁
限
糊
勝
機
務
院
日
間
う
、
ミ
カ
ン
ね
」
と
疋
し
い
こ
と

i
i
z
i
i
2
子
ど
ば
を
か
λ
し
て
あ
げ
ま
す
。

も
が
は
じ
め
に
謡
す
乙
と
ば
は
、
己
の
、
子
ど
も
が
帯
路
し
て
手

数
む
上
で
も
き
わ
め
て
わ
ず
か
完
品
停
九
お
ぼ
え
た
も
の
を
、
母
識

で
、
そ
局
議
も
単
純
で
す
。
し
が
完
全
な
型
に
麿
レ
て
ふ
た
た
び

か
も
「
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
Y
一
と
い
子
ど
も
に
諦
す
こ
と
が
、
母
親
の

う
主
空
警
指
し
た
加
え
え
か
語
讐
一
の
役
割
モ
す
。

し
た
匂
じ
ま
す
。
し
や
は
意
味
第
一
一
一
の
役
割
は
、
こ
と
は
の
亙

の
あ
る
こ
と
ば
宣
言
い
だ
す
と
、
し
い
見
本
音
話
す
と
い
う
と
こ
ろ

子
ど
も
の
請
い
は
急
速
に
ふ
え
は
に
あ
り
ま
子
が
、
見
本
世
話
し
た

じ
め
ま
す
。
と
の
宛
遥
白
中
で
母
だ
け
で
は
、
子
ど
も
は
そ
れ
を
不

裁
は
ど
ん
な
俊
輔
副
を
莱
た
じ
た
ら
完
全
仁
レ
か
お
ぼ
え
ま
せ
ん
ロ

よ
い
の
で
し
ょ
主
。
機
智

F
3
2
B
E
F町
、
港
行
機
が
治

ま
芦
第
一
に
、
母
幅
制
時
制
滋
耕
緩
炉
謹
ん
で
石
わ
よ
」
と
〆
γ
ど

は
、
こ
と
ほ
と
対
象
を
匙
号
譲
ー
も
に
向
か
っ
て
何
回
か

結
び
つ
け
て
、
そ
の
対
繍
噛
免
除
記
事
喝
一
一
百
っ
た
と
し
ま
す
。

望
者
多
り
わ
ず
お
吉
晴
刺
繍
綴
総
矧
九
鱗
幾
酔
子
ど
も
は
、
は
じ
め
、

ば
ん
に
使
う
こ
と
に
よ
媛
韓
輯
韓
議

44i

「コ
1
キ
」
し
か
き
λ

っ

て

、

子

ど

も

に

新

し

ず

、

次

に

「

ヒ

コ

ー

か

い
誘
空
殻
得
さ
せ
る
と
い
豆
た
い
匂
ト
ジ
デ
ん
い
と
苧
げ
ら
え
メ
官
民
う
に

せ
つ
な
俊
樹
宇
桑
た
し
ま
す
ル
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
時

「
は
い
、
ミ
カ
ン
よ
」
主
菖
っ
て
母
親
は
、
常
に
「
そ
う
、
ヒ
コ
!

ミ
カ
ジ
キ
」
子
ど
も
に
捜
す
ζ
と
は
長
が
と
ん
で
る
わ
ね
」
占
一
言
っ
て

ミ
カ
ン
に
注
意
そ
向
け
さ
什
J
G
C

欠
け
て
い
る
部
分
を
補
い
、
正
十
U

主
L
な
只
与
の
何
回
か
白
く
D
い
文
を
事
レ
て
や
り
J

ま
す
。
そ
う

返
し
は
、
必
然
的
に
子
ど
も
が
、
ず
る
こ
と
に
よ
D
、
子
ど
も
は
こ

「
ミ
刀

y
」
と
い
う
活
写
捕
す
活
と
ば
の
発
注
が
促
さ
れ
ま
す
。

動
へ
と
埠
き
ま
す
。
だ
が
、
子
ご
子
ど
も
む
こ
と
ば
の
発
逗
に
と

も
は
す
ぐ
に
「
ミ
カ

y
」
主
吉
え
っ
て
、
臼
常
生
活
に
お
け
る
子
ど

ず
、
「
ミ
l
」
レ
「
が
「
か
ん
」
と
も
と
疫
親
と
の
た
え
f
h担
金
な
諮

い
う
よ
う
な
γ
替
で
ミ
カ
ン
ぞ
拘
し
し
合
い
、
ζ

と
ほ
の
や
り
と

P
が

ま
ず
。
ミ
母
親
は
子
ど
も
書
わ
め
で
た
い
せ
つ
な
乙
と
に
な

に

と

い

主

語

を

強

制

り

ま

す

。

ト

ことも・

用
地
を
議
保
す
る
ζ
と
が
先
決
で
あ
て
箆
掛
端
で
あ
る
た
め
、

白
ま
す
。
そ
ζ
で
公
開
聞
と
し
て
篠
慌
と
協
力
を
求
め
、

す
る
た
め
L
は
一
一
平
七
万
平
方
討
の

以
内
に
ハ
ム
関
空
義
援
す
る
こ
と
に
な
用
地
震
以
と
、
造
演
に
莫
大
な
経
費

予
定
ど
す
移
転
車
窓
五
年
暮
雲
、
寺
田
段
警
は
、
草
ず
が
養
護
只
市
単
独
で
は
警

場争
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